


「日本は、今、インフラ整備への財政出動をためらってはならない」

令和2年7月豪雨災害の熊本県を視察しました。

その後川辺川ダムに対する政策見直しがスター
トしましたが、足立先生が的確なそして回りを
しっかり説得させる説得力のある説明をされて大
きなインパクトを与えられました。結果として熊本
県知事は川辺川ダムの政策を大きく転換する結
論を出しました。

災害の時代だと言われている今の日本。災害は
息吐く息つく暇なくやって来ます。こういった時代
において国民の命や暮らしを守らなければいけ
ない国土強靭化、防災・減災これも決して時間的
な余裕はなく、躊躇している暇はありません。

令和2年11月24日の「足立敏之国政セミナー」において、衆議院議員 岸田文雄先生が基
調講演に立ち、インフラ整備の重要性と、そのための公共投資の必要性について力強く
主張されました。

1．防災・減災、国土強靱化に時間的余裕はない

外務大臣4年7ヶ月勤める中で世界中を回って

日本のインフラについていろんなことを考えま
した。実際、自分の目でこの日本のインフラの
世界における位置付けを痛感しました。また、
足立先生から空港、港湾、道路、様々なインフ
ラについて、いかに日本が遅れているか、問題
があるか、努力をしなければならないかを説明
頂きました。空港、港湾、道路、様々なインフラ
について、実際自分の目でこの日本のインフラ
の世界における位置付けを痛感しました。改め
て日本のインフラの整備について努力をしなけ
ればいけません。昨今は老朽インフラのメンテ
ナンスの問題これも大きな課題として取り上げ
られてきています。

日本の国の財政を考えても、今は絶対にた
めらってはなりません。こうしたものは、今、
しっかりと勇気をもって出さなければなりま
せん。

なぜならば、財政は、最後は国際社会や市
場が判断をします。その判断によって評価
が変わり、そして大きな影響が出てきます。

今、アメリカをはじめ世界各国が勇気をもっ
て財政出動を行って、この危機に立ち向
かっているところです。この時に日本が出遅
れることがあってはならないのです。

ウイズコロナ時代において、将来に向けて国
のインフラ整備また建設関連産業の皆様方
の取り組みは、新たな局面を迎えます。

私も前回の総裁選において、「田園都市構
想」の推進を訴えましたが、地方にこそイン
フラの充実を図り、最新の技術・インフラを実
装することによって、高齢者の足を確保し、
遠隔医療、遠隔教育こういったものを展開す
ることによって、地方の活力を考えることが
必要です。

日本においては全国的に新しいこのインフラ
需要が発生していくことが見込まれ、建設産
業の皆様方に大きなチャンスが広がっていく、
こんなことを感じます。

2．我が国のインフラ整備の遅れ

3．インフラ整備の財政出動に躊躇すべきではない

4．ウイズコロナの時代のインフラ
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